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On　the　geology　of 　the　Futomiyama 　Mountains，　Toyama 　Prefecture，

　　　　　　 Central　Japan（Preliminary　report ）
“

Sadahisa　SuDo ＊ ＊

Abstract　 Geologic　succession 　of　the　area 　is　shown ．　 In　 the　 area
，
　 two 　large　 igneous

activities 　are 　remarkable ．　 One　is　the　Late　Cretaceous　to　Paleogene　acid 　volcano −pluto−

nic 　activity ．　 Another　one 　is　the　Middle　Miocene　intermediate　volcanic 　activity ，　so　called

‘‘Green　Tufr ’．

　 Former　one　is　probably　subdivided 　into　two 　stages ．　 Volcanic　product　of　first　stage 　is

the　N6hi　Rhyolite，　over 　95Grn霊n 　thickness，　and 　it　consist 　mainly 　of　rhyolite 　tuff，　rhyolite

welded 　tuff　and 　andesitic 　rock ．　The　N6hi　Rhyolite　is　intruded　by　the　Shirakawa 　Gran・

ites．　Volcanic　product　Qf　second 　stage 　is　the　Futomiyama 　Group，　about 　1，00Gm ，it　consist

of　rhyolite 　tuff　and 　rhyolite 　lava且ow ．　 The　Futomiyama 　 Group 　 probably 　 overlie 　 the

N6hi　Rhyolite　and 　the　Shirakawa　Granites　with 　unconformity ．

　 The 　Usunaka 　Moonstone 　Rhyolite，　a　small 　 rhyolite 　 welded 　 tuff　 sheet 　 of　 the 　 Early

Miocene　age ，　and 　the　T6ri　Conglomerate　Formation　overlie 　the　Futomiyama 　Group 　with

remarkable 　unconforlnity ，　and 　are 　overalin 　by　the
‘‘Green　Tuff”　 with 　unconformity ．

Therefore　these　two　are 　not 　members 　of　neither 　the　Futomiyama　Group　nor 　the“Green

Tuff” ．　 The　Usunaka　Moonstone 　Rhyolite　and 　the　Tδri　Conglomerate　Formation　are 　the

product　of 　the　different　activity ．

　 　 　 　 　 　 　 　 は　 じ　 め　 に

　筆者 は ， 現 在 地 質調査所 の 地 域 地 質 の 研 究 の
一

環

と して
， 富 山県南西部 の

「
下梨 」 地 域 に つ い て 検討

をす ・め て い る．こ の 地域 に は 太 美山 山地 と その 周

辺部 が 含 まれ ， 太美山層群や 月長石流紋岩 ， 北陸層

群な どが 分布 し，そ れ らの 層序関係や 区分 をめ ぐっ

て議論が 多い ．現在 まで の 調査 の 結果 ， 本地域の 地

質に つ い て ， 従来 とは や ・i 異なる見解 を得 るに い た

っ た．こ れ らの 詳細に つ い て は，後 日地 域地質研 究

報告 （い わ ゆ る 5 万分 の 1 地質図幅 ） と して 報告す

る予定 で あ る．こ こ で は，そ の 概略 ，特 に 太美山層

群 と農飛流紋岩 の 区分 とその 概要 ， 月長石流紋岩 の

層序的位置や そ の 意味 な ど に つ い て報告す る．

　なお，本研究 をす ・め るに あ た り， 村上允英氏 を

宰
日 本地質学会 第83年 学術大会 に お い て

一部講演
桝

　工 業 技術 院地 質調査 所　　Geological 　Survey 　of　Japan，
　 Hisamote ユ35，　Takatsu ・ku，　Kawasaki，213　Japan

代表 とする 総合研究 （A ）本邦 の 中生代酸性火成作

用 に 関す る 地 質学 的 ・岩 石 学 的研 究 の グ ル ープ の 諸

氏 お よび 金沢大学 の 紬 野義夫氏 ， 地質調査所の 野沢

保 ， 山 田直利，角　靖夫氏，濃飛流紋岩 団体研究 グ

ル
ープ の 諸氏 か らは御指導，御討論 を い た だ い た．

こ こ に 記 して 謝意を表する．

　　　　　　　　研究史 と 問 題点

　本地 域 の 地 質に つ い て の 最初の 詳 しい 研究 は 池辺

・松本 らに よ る もの で あ る （池辺 ，
1950 ；池 辺 ，1956 ；

MATSUMOTO ，　 T ．，　 I　KEBE ，　 N ．，1958；ほ か ）．彼 ら は，

本地域 の 新生界 を下位 の 太美山層群 と上位 の 八尾層

群 とに 区分 した ．太美山層群に つ い て は，形成時期

を中新世初期 （い わ ゆ るFi ）とし， 模式地 で ある太

美 山 山地 の もの を， 下位 の リ ソ イ ダ イ ト質層 と 上位

の ネ バ ダ イ ト質層 に 区分 し ，後者 は 月長石 流紋岩

（今村，1932 ）に 相 当するとした 。また 八 尾層群 に
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つ い て は，下位 よ り楡原累層，岩稲累層などに 区分

した ．

　 そ の 後 ， 坂本 ら は富山平野 と そ の 周辺部の 新生 界

に つ い て 検討 を加 え， 新 第三系を北陸層群 と して
一

括す る と と もに ，富山県北東部 に 分布す る 太美山層

群 を新 第 三 系 の 基 盤 と考 え，白亜 紀 後 期 の 濃 飛 流 紋

岩 に 関連 して 形成 され た もの と した （坂本他 ， ユ959；

坂本，1966）．富山県北東部 に 分布する太美山層群 に

つ い て は，「1」田 ほ か （ユ968）に よっ て 岩石 学的研究

が 行 な わ れ る と と もに
， 河 野 ほ か （1956年 日 本地質

学会総会 に お け る 口 頭発表）に よ っ て放射年代 が 59

m ．y．で あ る こ とが 明 らか に され た ．

　礒 見 ほ か （1968） は ，フ ォ ッ サ ・マ グナ 両側 の 基

盤 岩 類 を対 比 す る な か で ，太 美 山 山 地 お よ び 富 山 県

北東部 に 分布す る 太美 山層群 を古第三紀 の 形成 と し

て，白亜 紀後期 の 濃飛流紋岩類 か ら区別 した。

　 しか し，山崎ほ か （工970 ）は，太美山 山地 の 地質

を検討 し，太 美Lli層群 を下位 よ り赤尾 火 山岩類 ， 菅

沼累層 ， 細尾峠火山岩類 に 区分 し，
こ れ らは

一
連 の

堆積物 で あ り，濃飛流紋岩類に 関連 した もの と し て

い る．ま た ， 太 美 山 層群 の 上部 に 属す る と さ れ て い

た 月長石 流紋岩 を北陸層群楡 原累層の 上位 と し
， そ

の 年代 を24お よび 25m ．y．と報告 した．

　
一

方，本地域 の 南側 に 隣接す る 岐阜県北西部 に お

い て は ，金属鉱業事業団 に よ っ て 広域調 査 が 実施さ

れ，庄川中流域 に 分布する酸 1生火山岩類 は 白川花崗

岩類 と
一

括 さ れ 白川 酸性岩類 と よば れ ， 火 山 岩類 は

下位 よ り鳩谷層，馬狩 層，大窪層 に 区分 され，濃飛

流紋 岩 類 に 対 比 さ れ て い る （金属鉱業事業団，1977）．

　以上述べ た よ うに ， 本地域 の 地質に 関 して は
， 太

美山層群 と濃飛 流紋岩類 の 関係，月長石流紋岩の 層

序的位置が 大 きな問題 点 と して 残 され て お り，
こ れ

に 関す る 議論 が 多い （例 えば須藤，1976，1977；池辺 ，

1973，田 口 ，1973 ；相馬，1969 ；な ど）．

　　　　　　　　 地 　　 質

　今 回 の 調査 の 結果，筆者 の 得 た 太美 山 山 地 の 層序

を第 1 図 に，地 質 図 を 第 2 図 に 示 し た．

　本地域 の 地質構造 は ， 北東
一
南西方向 の 断層群 と

こ れ を切 る と推定 され る 北西
一南東方向の 断層群 と

に よ っ て 著 しくブ ロ ッ ク化 し て は い る もの の ，北方

へ ゆ る く傾斜 した 同斜
・
構造 を示 して お り， 本 地 域 の

南部か ら北部へ ，下位層か ら上位層に む か っ て 順次

分布 して い る．以下 ， 下位層 より川頁に 略述す るa
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　　　　　第 1 図　太美山 山地 の 地 質層序

右側 の 数字 は 放射年代値 で，柴 田 （1973），植 田 ほ か （ユ9
70），柴 田 ほ か （197 ／），早瀬 ほ か （1967），金属鉱 業事 業団

（1977）に よ っ た．

　（1｝ 飛騨変成岩類

　本地域東方 の 庄 川 沿 い に祖 山 ド
ー

ム （坂本，1966）

を形成 し て や ・広 く分布する ほ か ，太美山層群 を堆

積 した 盆 地 の 東縁 を画 して 本地 域東部 の 城端一上 梨

断層 （池辺 ，
1950）に 沿 っ て 分布 して い る．また

，

本地 域 の 北東部や 西部 に，断層に 沿 っ た 小 ブ ロ ッ ク

と し て 点 在 分 布 して い る．花 崗岩質 黒 雲 母 片 麻 岩を

主 と し， 結晶質石 灰岩 ， 角閃石 片麻岩 を伴 っ て い る 。

　  　白亜 紀後期
〜古第三 紀酸性火成岩類

　本地域 の 中央部 か ら南部 に か け て は，流紋 岩類 ，

石 英斑 岩，吩 岩な ど か ら な る酸性火 山岩類が 広 く分

布 し，こ れ ら は
一

括 して 太美山層群 と呼ば れ て きた

（富 山県，1970）．す で に 述べ た ように
， 山崎 ほ か （19

70）に よ っ て 細 区分 が 行な わ れ て い るが ，詳細 は 公

表 さ れ て い な い ．

　筆者 の 検 討 結 果 に よ れ ば， こ れ ら の 酸 「生火 山 岩類

は ， 白川花崗岩類 （河合 ，
1961；石 凉 ，

1971） の 活動

をは さ ん で 二 分 さ れ る と考え られ る。つ ま り，富山

県上平村西赤尾周辺以南 に 分布 す る下位層 （山崎 ほ

か （1970）の 赤尾 火 山岩層 に 相 当す る と考 え られ る ）

とそ れ 以北 に 分布す る 上位層 （同 じく菅沼累層お よ

び細尾峠火山岩層）で あ る．両層 の 直接関係 を野外
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　　　　　　　　　　　　　　　　　 第 2 図　 太 美 山 山 地 地 質図

く凡 例 ＞ 1 ；沖積層，2 ；段 丘，扇 状 地 お よび 崖錐 堆 積物，3 ；小 瀬 閃 緑 岩，4 ；岩稲累層 （
一部 に 医

王 山 火 山岩層 を含 む ） と岩脈 （岩脈 は 各峙代の もの を一括 し ， 代 表 的 な もの だ け を示 した ），5 ；日 中 月長

石 流 紋岩，6 ； 刀 利礫 岩 層， 7 〜ユ0 ；太 美 山層群，7 ；流紋 岩（ドーム
〜小 迸 入体 を形 成して い る もの ），

8 ； 流紋 岩溶岩，9 ；顕 著 な 溶 結 凝 灰岩層，IQ ；流 紋 岩 質 凝 灰 岩 （
一

部 に 凝灰 角礫 岩，砂 岩，泥 岩，角

礫岩 な ど を含 む ），11 ； 白川 花崗岩類 ， 12 ；花 崗 斑岩類，13〜15 ；濃 飛 流 紋 岩 類 ，
13 ；草 谷 層 と そ の 中に

挾 有 さ れ る特徴 的 な礫 岩 層，14 ；西赤尾溶結凝 灰 岩層，15 ；境 川安 LLI岩質岩層，16 ；飛騨変成岩類．
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で 観察で きな い が ，下位層が 白川花崗岩類 に 迸 入 さ

れ 著 しい 熱変成作 用 を うけ て い る の に 対 し， 上位層

は ま っ た くそ れ を受け て い な い こ と
， 下位層 の 固結

が 著 し くす ・ん で い る の に対 し，上位層は あま りす

す ん で い ない こ と，上位層の 基底近 くに 下位層や 白

川 花崗岩類 の
一

部 に 良 く類似 した礫 が か な り含 まれ

る こ と，な ど の 点 か ら，上位層 と下位層は 間に 白川

花崗岩類 の 活動 をは さんだ不整合関係 に あ るもの と

考 えられ る。

　下 位層は ，庄 川 上流部 に 広 く分布す る 濃飛流紋岩

（須藤 ほ か
，
1974 ；濃飛流紋岩団体研 究 グル

ープ， 19

79）と岩質，岩相，白川花崗岩類 との 関係な どの 点

で 類似 あ る い は
一

致 して お L），濃飛流紋岩 の 北方延

長 と 考 えられ る．従 っ て ，こ こ で は 下位 層を濃飛流

紋岩と呼ぶ こ と とする．な お，庄川中流域 の 白川酸

性岩類 （金属鉱業事業団 ，
1977） の 中 で は鳩谷層 ，

馬狩層の 大部分 が 濃飛流紋岩に相当する 可能性 が 強

い ．

　
一一

方 ， 上位層は ， 白亜 紀末期〜古第 三 紀初期 の 白

川花崗岩類 の 形成以後，新第三 紀初頭 の 刀利礫岩層

（後述 ）堆積以前，つ ま り古 第三紀 の 火 山岩類 で あ

る．本論 で は こ の 上位層 を太美山層 群 と 呼ぶ こ と に

す る．

A．濃飛流紋岩

　本岩 は 本地域南部 の 庄 川，境川の 流域 に 分布 し，

下位 よ り境 川安 山岩質岩層 ， 西赤尾溶結凝灰岩層 ，

草谷層に 区分 さ れ る．

　境川 安 山岩質岩層一 境 川 流域 に広 く分布す る 暗

灰色な い し黒色の 石英安 山岩質 な い し安 山岩質 の 岩

石 ．溶 岩 流 も し くは 溶 結凝 灰 岩 と考 え ら れ る が ， 著

しい 熱変成 を受け て お り詳細は不明 で あ る．層厚 は

約300m で あ る．

　西赤尾溶結凝灰 岩層　　境川安 山岩質岩層を整合

的 に お ・う流紋 岩質溶 結 凝 灰 岩 で あ る．青灰 色緻 密

で，10％前後の 斑 晶を含ん で い る．斑晶鉱物は 多い

順 に カ リ長石 ， 石 英 ， 斜長石 で ある．径 5 〜20mm の

よ く扁平化 した ガ ラ ス 片 を多量 に 含 み，熱変成を受

け て い る こ とが 多い ．層厚 は 約250m ．

　草谷層
一

弱 く成層し た ガ ラス 質凝灰岩を主 と し，

水底堆積 の 凝灰質砂岩， 同質泥岩 ， 細粒凝灰岩 ， 細

礫礫岩な どを伴な う．こ れ らは，い ずれ も著し く珪

質 で ， チ ャ
ー

トに 似 た 外観 を 呈す る こ と が 多い ．部

分的に 熱変成 を受 け て い る．層厚 は 400m 以 上 に お よ

ぶ ．

B ．花崗斑 岩類

　濃飛 流 紋 岩 で は ， 大 規模 な火 砕 流 堆 積 物 の 形 成 に

ひ きつ づ い て 花崗斑 岩類 の 迸 入 が 認 め られ る こ と が

多い （濃飛流 紋 岩団体研 究 グル
ープ，エ976，エ977＞

が，本地域 に も西赤尾北 方に 径約 3km の 花 崗（閃緑 ）

斑岩が 認め られ る、こ の 岩体 は 西赤尾溶結凝灰岩層

お よ び草谷層の 一部へ 迸 入 し，こ れ ら に 軽微な 熱変

成作用 を与 えて い る．

C．白川花崗岩類

　岐阜県白川 村鳩 谷周辺 に 分 布す る 白 川 花 崗岩類 の

鳩 谷岩体 （石原，1971）が
， 庄川沿 い に 本 地 域南部

に ま で分布 して い る．一般 に 細粒〜中粒 の 角閃石含

有黒雲花崗閃緑岩 で，径数 10em以下 の ゼ ノ リス 状 の

や ・優黒 質部 を含 む こ とが 多い ．一
部 に ア プ ライ ト

質花崗岩，角閃石花崗閃緑岩が 分布するが ，詳細 は

不 明で ある．
D ．太 美山層群

　本論 で は，太美 山 山地 と そ の 隣接 地 域 に 分 布 し，

濃飛流紋岩 ・白川花崗岩 よりも後 に
， 刀利礫 岩層 ，

（後述）よ り も前に 形成 さ れ た酸性火山岩類 を太 美 山

層群 と呼 ぶ こ と とす る，

　本層群 は，本地域東部 の 城端
一

上梨断層 を東限 と

して本地域 の 全域 に 広 く分布 し，さらに 南西方へ と

拡が っ て い る．

　分布 の 東限 に お い て は ， 飛騨変成岩類 に ア バ
ッ ト

し， 片麻岩や結 晶質石灰岩 の 礫か らな る 崖錐性堆積

物 を狹 ん で い る．

　地質図の 中央部，太美山山地 に お け る層序 は，下

位よ り，角礫岩 ・
凝灰角礫岩 （厚さ約 150m ），流紋

岩 溶 岩 （約 200m ）， 凝 灰角礫 岩 ・凝灰岩 ・溶結 凝 灰

岩 （約 400m ）， 流紋岩溶岩 （約 20Qm ＞で ， 層厚約 ユ0

00m に 及 ん で い る．本地域南 西 部 の 小 矢部川 ・倉谷

川 ・境川などの 上流部 で は ，塊 状 の 厚 い 流紋岩質凝

灰岩が 卓越 し， 岩相変化 に 乏 し く，局 所 的 に，レ ン

ズ 状 の 凝灰質頁岩 の 薄層や 小規模の 流紋岩溶岩が 挾

有 されるの み で あ り，詳 しい 層序は不 明 で あ る．層

厚は，構造と地 形 か らユ00  m 前後 と推定さ れ る．

　分布域北西部 に は ，活動 の 末期 に 小迸入体 な い し

ドーム を形成 し た と推定さ れ る 流紋岩 の 小岩体 が 多

数分布 して お り， 溶岩 の 分布 と と もに ， 火 山活動 の

中心 の 1 つ が，分布域 の 北部に 存在 し て い た こ と を

示 して い る．

　石 川 ・
岐阜県 境 部 に 分 布す る 蛇 谷層 ・三 方 岩層な

ど（紬 野 ほ か，工970；竹中ほ か ，1978；地 質調査所，ユ9
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76），
さ らに ，白 ｝ll酸性 岩 類 の 大 窪層 （金属鉱業事 業

団，1977）と層序的 に密接な関係を有する と考 えら

れ る が ，相互 関係は 不 明 で あ り， 今 後 の 検討 が 必 要

で あ る．

　｛3） 新第三系

　本地域 の 新 第三 系 の 基底部 の 層序に つ い て は ， 次

の ような見解を得た．

　 まず，北 陸 層群基底 の 楡 原累層 と さ れ て きた 礫岩

層と 月長石流紋岩 の 関係 に つ い て は，前者の 上部に

属する礫岩 を後者の
一

部 が 整合 に お ・i こ と， 後者

が 前 者 の
…一

部 と考え ら れ る 礫岩を挾有する こ と，な

ど か ら， 月長石流紋 岩 は 礫 岩層の 上 部 と指交関係，

あるい は 礫岩層の 上部に挾有さ れ る 関係 に あ るもの

と考え られ る．

　 こ の 礫岩層 と 月長石 流紋岩は ，北陸層群岩稲累層

に お ・われるが ，こ の 境 界付近 で は ， 礫岩層 ・月長

石流紋岩は 削剥を うけ て お り， 削剥量は最大 200m

に お よ ぶ と推定 され る こ と，礫岩層 ・
月長石 流紋 岩

と岩稲累層の 搆造 は
， 大局 的 に は

一
致 し て い る もの

の ，詳細 に 検詞す る とゆ る く斜交 して い る こ とが 多

い （例え ば ，富山県平村上梨 周辺 など） こ と，月長

石 流 紋 岩 の 年代 〔植 田 ほ か ，ユ970；山崎 ほ か ，1970）

と岩稲 累層基底 に つ い て 推 定 さ れ る 年代 に か な りの

年代差が 認 め ら れ る こ と ， な どの 点か ら ， 三 浦ほか

（1974）が 指摘 して い るよ うに ，従 来楡 原累層の さ

れ て きた こ の 礫岩層 と 月 長 石 流紋岩は 岩稲 累層 と不

整合関係 に ある もの と考え られ る．

　 こ の 礫岩層 と模式地 の 楡原累層（坂本 ほ か ，1960）

との 関係は ， 分布 が 連続 しな い た め不明 で あ る，こ

こ で は 模 式地 の 楡 原累層 と区別 し，本地域 の 礫岩層

を刀 利礫 岩層 と仮称す る．また
， 上 に 述 べ た層序関

係 か ら， 刀利礫岩層 と月長 石 流紋 岩を北陸 層群 と区

別 して 扱 う．な お ，本 地 域 東方 の 庄 川 沿 い の 地域 で

は 楡 原 累層 の 上部 に 属す る と 考え られ る砂 岩質岩層

が 分布 し岩稲累層 と整 合関係に あ る．こ の こ と は 藤

田（1976），野村ほ か （ユ978）の 指摘す るように，従

来の 楡原累層 （坂 ほ か ，
1960 ＞が 二 分 さ れ る 可能性

を示 す もの で あ る．本地 域 に 分 布す る 刀 利 礫 岩層 は

当然古期 の もの に 対比され る こ と に な る と考 え ら れ

る が ，本層は，下 位 の 太美 山層群 と著 しい 不整合関

係 に あ り，藤 E］ （19ア6）や 野村ほ か （1978）の い う

ように こ れ を濃 飛 流 紋 岩 と 関連 づ け て 考 える こ と は

で き な い 。

　 楡 原累層をめ ぐる諸問題 に つ い て の 詳 細は，さら

に 検討をす ・め た うえで ，機会を改め て議論す る こ

とにする．

A ．刀 利礫 岩層 （仮称 ）

　本層 は 小矢部 川中流 の 刀利 ダム 周辺 に模 式的 に 発

達す る砂礫岩層 で
， 太美山層群 を各所 で 著 し い 不 整

合 に お ・い ，本 地域全域 に 広 く分布 し て い る．

　本層は 粗 粒砂 岩一大礫礫 岩か らな り，局所的 に シ

ル ト〜細 粒砂 岩 の 薄層 を挾 む ．砂岩 ・礫岩は複雑 に

重な りあ い ，側 方へ の 連続性 に 乏 し く，随 所 に 著 し

い 斜 交葉 理 が 発達す る．垂 白：方向 に も， 水平方向 に

も系統的岩相変化 を示 さな い ，層厚 はO〜400m で あ

る （上部 が 削剥さ れ て い る こ とが 多い ）．こ の ような

岩相 や 分布 か ら，本層は
一

種 の 複合扇状地 〜扇状地

性三角州 の 堆積物 と考 え られる．

　本層 の 礫 は 地 域 に よ り，ま た層準 に よ りや ・変化

す る もの ts ，多い 順 に オ ル ソ コ
ー

ツ ァ イ ト，飛騨変

成岩類，白亜 紀後期〜古第三 紀酸性火成岩類 ， 手取

層群 の 砂岩 ・泥岩 で ある．オ ル ソ コ
ー

ツ ァ イ Fは ，

現在本地域 周 辺 に 分布 が な い が，手取層群 の 礫岩 中

に 多量 に 含 ま れ る （徳 岡 ，1973） こ と か ら，本層 の

礫 は こ れ に 由来す る もの で あろう。また 斜層理 か ら

推 定 される古流向 も，お ・む ね 南東 → 北西方向 を示

して お り （角靖夫 氏 の 未 公 表資料 に よ る．），本層 の

供給源は南東方 に あ っ た と推定 され る．

　 グ リン タ フ の 活動 に 先行 して ，こ の よ うな礫岩層

が 形成 され た こ とは ，北陸地方 の 地史を考 え る う之

で 興 味 深 い （須 藤， 1979 ）．

B．臼 中月長 石 流紋岩 （仮 称 ）

　 刀利礫岩層と密接に伴 っ て 広 く分布する月長石 流

紋 岩溶結凝 灰岩で ，今村 （1953）の 月長石 流紋岩 に

相 当す る．こ こ で は，模 式的 に 発達する 打尾 川 中流

域 の 臼 中の 名称 をとり，日 中月長石流紋岩 と仮称す

る．

　 層厚は O〜200m で あ る （上部が 削剥 さ れ て い る こ

と が 多い ）．赤褐 色〜灰 色 の 流 紋岩溶 結 凝 灰岩で，20
〜40％の 斑 晶鉱物 を含 み ， 斑品鉱物 は カ リ長石 と石

英 で，まれ に 斜長石 と黒雲母 を伴 な う．や ・斑 晶 の

少な い （20％前後〉下部 とや ・・斑 晶 に 富む （40％前

後 ）上 部 とか ら な る と 考 え られ る．さ ら に 下部 に は

礫層が 挾 有され て お り， 少 くとも 2 つ 以上 の Cooling

Unit （Smith，ユ960）か らな る と推定さ れ る が 詳細

は 不 明 で あ る．
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C．　北 陸層群 ・岩 稲 累層

　本地域北部 に 広 く分布 し，本地域 の 北陸層群 の 基

底層と な っ て い る．安山岩質凝 灰角礫岩 ・
同質凝 灰

岩 ・安山岩溶岩な ど か らな D ， 層厚は 約 1000m に お

よぶ ．基 底部は，浅 い 水底 に 堆積 した と考 えられ る

よ く成層 した 凝 灰岩 ・
凝 灰 質泥 岩層が 広範囲 に わ た

っ て 認め られる．こ れ らの 中 に は，刀利礫岩層 に 由

来す る と考え ら れ る オ ル ソ コ
ー

ッ ァ イ ト礫 が 含 まれ

る が ，明 瞭な基底礫岩 は ，本地域 に は 認 め られ な い ．

しか し本 地 域東方の 庄川 流 域 以 東で は，本層の 下位

に 砂岩
・
頁岩層 〔

一
剖1に 礫 層を伴 う．楡原累層 ）が

発達 し，こ れ が 本層の 基 底礫岩に相当 す る もの と考

え ら れ る．

　 なお ，本層 に 迸 入 し，本層 と 密接 な閼係 を有す る

と考え られ る 閃緑岩 の 小 岩体 （小 瀬閃緑岩と仮称）

が ，本 地 域中央部 の 富 IU県上平村小瀬 の 西 方 に 認め

ら れ る．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ま　 と　 め

　下 梨地 域 に つ い て の 調 査 ・研 究 の 中で 得 られ た 資

料 に 基 づ い て ， 層序関係や 火山岩類 の 区分 に つ い て

議論の 多い 太 美山 山 地 の 地 質概略 に つ い て 述 べ ，特

に 次 の 1二点 を指摘 し た．

　   従来，太美山層群 として一
括 されて きた 富 LLI県

南西 部 の 酸性 火 山 岩類 は，白 川 花崗岩類 の 迸 人 ・固

結以前 に 形成 さ れ た 白亜 紀後期 の 濃飛流紋岩 と，白

川花崗岩 類 の 迸 入 ・固 結以後 に 形 成 さ れ た 古第三 紀

の 太 美山層群 に区分 さ れ る と考え られ る。

　  日中月長石流紋岩 （仮称 ）は，刀利礫岩層 （仮

称 ）の 上部と指交関係，あ る い は そ れ に 挾 有 さ れ る

と い う層序的位置を占め て い る．こ の 両者 は 本地域

の 北陸層群 の 基底層で ある 岩稲累層に不整合 に お ・

われ て お り，北陸 に おけるグリン タフ の 活動 に 先行

して 形 成 さ れ た もの と考え られ，北陸地 方 の 地 史 を

組 み 立 て る 上 で 注 目 さ れ る．
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